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専修大学広報課
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　収穫したホップは、川崎市多摩区のクラフトビア

バー「Monkey Wrench」の協力で醸造。多摩区と能登
島のつながりを表現して「たまのとエール」と命名

し、ラベルには学生によるイラストをあしらった。

完成した

ビールは、25日の交

流イベントでも提供

され、能登島の仮設

住宅でも学生と住民

の皆さんが乾杯した。

　プロジェクトメンバーは、「フルーティーですっきりとした味わ

いが魅力。クラフトビール初心者にもおすすめです」と話す。

　２月７日からビアバーの店頭を中心に数量限定で販売する。

　
専
修
大
学
は
、
ス
ペ
イ
ン

の
マ
ド
リ
ー
ド
自
治
大
学

（
ホ
セ
・
マ
リ
ー
ア
・
サ
ン
ス
・

マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
学
長
）
と
国

際
交
流
協
定
を
１
月
16
日
付

で
締
結
し
た
。
本
学
の
国
際

交
流
協
定
は
18
カ
国
・
地
域

の
27
大
学
と
な
っ
た
。

　
マ
ド
リ
ー
ド
自
治
大
学
は

１
９
６
８
年
に
創
立
さ
れ
た

ス
ペ
イ
ン
を
代
表
す
る
総
合

大
学
の
一
つ
。

　
マ
ド
リ
ー
ド
郊
外
の
メ
イ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
と
市
内
中
心

部
に
医
学
部
キ
ャ
ン
パ
ス
が

あ
り
、
哲
文
学
部
、
法
学

部
、
経
済
経
営
学
部
、
理
学

部
な
ど
８
学
部
で
約
３
万
人

が
学
ぶ
。

　
哲
文
学
部
に
は
東
ア
ジ
ア

研
究
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ

て
お
り
、
東
ア
ジ
ア
史
や
日

　
水
に
ぬ
れ
て
貼
り
付
い
た
古
文
書
の
ペ

ー
ジ
を
丁
寧
に
は
が
し
、
史
料
の
状
態
を

撮
影
・
記
録
す
る
｜
｜
。
文
学
部
歴
史
学

科
の
廣
川
和
花
ゼ
ミ
は
後
期
の
授
業
で
、

令
和
元
年
東
日
本
台
風
で
被
災
し
た
川
崎

市
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
収
蔵
品
の
「
レ

ス
キ
ュ
ー
作
業
」
に
取
り
組
ん
だ
。

　
同
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、
２
０
１
９
年
10

月
の
台
風
19
号
で
収
蔵
庫
が
浸
水
。
建
物

や
設
備
に
加
え
て
、
収
蔵
品
に
も
大
き
な

被
害
が
出
た
。
被
災
し
た
収
蔵
品
は
20
万

点
以
上
に
も
及
び
、
外
部
の
専
門
機
関
や

大
学
と
連
携
し
て
レ
ス
キ
ュ
ー
作
業
を
進

め
て
い
る
。

　
25
年
９
月
に
川
崎
市
と
専
修
大
学
文
学

部
間
で
協
定
を
締
結
し
、
廣
川
ゼ
ミ
が
活

動
に
参
加
。
被
災
し
た
史
料
を
修
復
す
る

手
順
の
う
ち
、
水
で
貼
り
付
い
た
紙
を
一

枚
ず
つ
分
離
・
分
解
し
て
史
料
情
報
を
台

帳
に
記
録
す
る
解
体
作
業
を
担
当
し
た
。

学
芸
員
を
招
い
て
、
被
災
史
料
に
関
す
る

基
礎
知
識
や
具
体
的
な
作
業
手
順
を
学
ぶ

と
こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
12
月
ま
で
に

１
５
０
点
以
上
の
解
体
作
業
を
終
え
た
。

　
最
終
日
と
な
っ
た
12
月
15
日
も
、
生
田

キ
ャ
ン
パ
ス
の
史
学
古
文
書
調
査
実
習
室

と
ゼ
ミ
室
で
、
学
芸
員
の
谷
拓
馬
さ
ん
の

指
導
を
受
け
な
が
ら
作
業
を
行
っ
た
。
エ

プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
、
手
袋
を
身
に
着
け
て

被
災
史
料
と
向
き
合
う
ゼ
ミ
生
の
表
情
は

真
剣
そ
の
も
の
。
固
着
し
た
紙
を
丁
寧
に

は
が
し
、
メ
ジ
ャ
ー
を
使
っ
て
採
寸
し
た

り
、
タ
グ
を
付
け
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
り
し
た
。

　
佐
藤
寿
春
さ
ん（
３
年
次
）は
、「
一
点
物

の
史
料
な
の
で
慎
重
に
取
り
扱
っ
た
。
こ

の
活
動
に
携
わ
れ
た
こ
と
が
一
番
の
学
び

で
、
史
料
に
書
か
れ
た
昔
の
文
字
を
読
み

解
い
た
り
す
る
の
も
楽
し
か
っ
た
」
と
振

り
返
っ
た
。

　
廣
川
教
授
は
、「
戸
惑
い
も
見
ら
れ
た

が
、
今
で
は
手
順
を
理
解
し
、
落
ち
着
い

て
作
業
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

こ
ろ
に
成
長
を
感
じ
る
。
歴
史
学
科
の
学

生
と
し
て
、
生
の
史
料
に
直
接
触
れ
る
貴

重
な
機
会
に
な
っ
た
と
思
う
」と
話
し
た
。

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部

の
佐
藤
慶
一
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
ま
ち
づ
く
り
Ｇ
Ｄ
Ｘ
ラ
ボ

は
１
月
25
日
、
川
崎
市
多
摩

区
と
石
川
県
七
尾
市
能
登
島

を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
ぎ
、

地
域
防
災
交
流
イ
ベ
ン
ト

「
た
ま
の
と
エ
ー
ル
２
０
２

６
」
を
初
開
催
し
た
。
佐
藤

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
報

告
、
能
登
半
島
地
震
で
被
災

し
た
方
々
に
よ
る
講
話
、
学

生
制
作
の
能
登
応
援
動
画
の

上
映
な
ど
が
行
わ
れ
、
参
加

者
は
防
災
に
つ
い
て
学
ぶ
と

と
も
に
、
和
や
か
な
雰
囲
気

の
な
か
で
親
睦
を
深
め
た
。

　
学
生
と
地
域
の
交
流
を
テ

ー
マ
に
活
動
す
る
佐
藤
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
活

用
し
た
自
動
水
や
り
シ
ス
テ

ム
を
開
発
す
る
な
ど
、
地
域

住
民
と
協
力
し
な
が
ら
学
内

外
で
ホ
ッ
プ
栽
培
に
取
り
組

ん
で
き
た
。
能
登
島
で
は
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

策
と
し
て
仮
設
住
宅
で
の
ホ

ッ
プ
の
共
同
栽
培
を
提
案
。

昨
夏
以
降
、
定
期
的
に
訪
問

し
、
現
地
の
方
と
一
緒
に
収

穫
な
ど
を
行
っ
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
当
日
は
、
能
登

島
に
学
生
が
赴
き
、
住
民
と

と
も
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参

加
。「
川
崎
市
と
能
登
島
で

計
１
７
０
０
㌘
の
ホ
ッ
プ
を

収
穫
で
き
た
」と
報
告
し
た
。

　
多
摩
区
の
会
場
に
は
約
50

人
の
市
民
ら
が
来
場
。
復
興

に
向
け
て
歩
む
能
登
島
に
エ

ー
ル
を
送
る
応
援
動
画
が
放

映
さ
れ
る
と
、
両
会
場
は
温

か
な
拍
手
に
包
ま
れ
た
。

　
中
村
哲
さ
ん
（
３
年
次
）

は
、「
学
外
で
の
活
動
で
は
社

会
人
の
方
と
交
流
す
る
機
会

も
多
く
、
新
鮮
で
貴
重
な
経

験
に
な
っ
た
。
今
後
は
ス
マ

ー
ト
農
業
に
つ
い
て
学
び
を

深
め
た
い
」
と
話
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
に
来
場
し
た
男

性
は
、「
学
生
と
一
緒
に
ホ
ッ

プ
を
育
て
た
の
は
良
い
思
い

出
。
い
ろ
い
ろ
な
話
を
す
る

こ
と
が
で
き
て
楽
し
か
っ

た
」
と
語
っ
た
。

マドリード自治大学と協定締結マドリード自治大学と協定締結
� 国際交流協定 18カ国・地域27大学に� 国際交流協定 18カ国・地域27大学に

本
文
学
を
専
門
と
す
る
教
員

や
、
日
本
語
を
学
ぶ
学
生
が

多
く
在
籍
し
て
い
る
。
専
門

分
野
で
の
相
互
交
流
や
共
同

研
究
な
ど
多
様
な
連
携
が
期

待
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
留
学
生
の
受
け
入

れ
実
績
も
豊
富
で
、
学
生
の

学
習
・
生
活
支
援
に
関
す
る

サ
ー
ビ
ス
も
充
実
。
留
学
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
本
学

学
生
が
勉
学
に
励
む
環
境
が

あ
る
。

　
主
な
交
流
内
容
は
、
▽
学

部
・
研
究
所
・
研
究
グ
ル
ー

プ
・
教
員
間
に
お
け
る
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
設
立
▽
研

究
・
教
育
・
セ
ミ
ナ
ー
等
の

た
め
の
教
員
交
換
▽
学
部
学

生
の
交
換
▽
学
術
資
料
・
出

版
物
・
そ
の
他
情
報
の
交
換

▽
共
同
文
化
交
流
・
会
議
・

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
セ
ミ
ナ

ー
・
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企

画
・
実
施
｜
｜
と
な
っ
て
い

る
。

相
互
交
流
や
共
同
研
究
推
進

マ
ド
リ
ー
ド
自
治
大
学
の
外
観

「
ニ
ュ
ー
ス
専
修
」３
月
号
は

「
ニ
ュ
ー
ス
専
修
」３
月
号
は
３
月
３
月
2626
日日  

㈭㈭
発
行
予
定
で
す
。

発
行
予
定
で
す
。

最
新
の
情
報
は
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、公
式
Ｘ
、Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

とともにともに
社会貢献活動地域地域

被
災
史
料
の
修
復
に
取
り
組
む

史料の「レスキュー作業」に取り組んだ

史料を採寸するゼミ生

ホップ栽培通じて被災地応援

川
崎
市
多
摩
区
と
石
川
県
能
登
島
つ
な
ぐ
イ
ベ
ン
ト

クラフトビール「たまのとエール」完成

完成を喜ぶ学生

ネット情報ネット情報
佐藤佐藤プロジェクトプロジェクト＆まちづくりＧＤＸラボ＆まちづくりＧＤＸラボ

文
・
廣
川
ゼ
ミ

文
・
廣
川
ゼ
ミ  

××  

川
崎
市
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

川
崎
市
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

多摩区と能登島をつないで行われた地域防災交流イベント。

能登島会場では多くの住民が参加した

大
雪
で
被
災
さ
れ
た
皆
様
へ

　
１
月
21
日
か
ら
の
大
雪
で
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
か
ら

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
専
修
大
学
と
石
巻
専
修
大
学
は
、
被
災
さ
れ
た
学
生
と

保
護
者
の
方
に
対
し
て
、
安
心
し
て
学
業
が
継
続
で
き
る

よ
う
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
以
下
の
担
当
窓
口
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

学
生
生
活
課（
神
田
）

℡ 

０
３・
３
２
６
５
・
６
８
２
４

学
生
生
活
課（
生
田
）

℡ 

０
４
４・
９
１
１・
１
２
６
７

大
学
院
事
務
課（
神
田
）
℡ 

０
３・
３
２
６
５
・
６
５
６
８

大
学
院
事
務
課（
生
田
）
℡ 

０
４
４・
９
１
１・
１
２
７
１

法
科
大
学
院
事
務
課

℡ 

０
３・
３
２
６
５
・
６
８
９
１

石
巻
専
修
大
学
事
務
課

℡ 

０
２
２
５
・
２
２・
７
７
１
２

日 時 ３月22日（日）
10時 開式予定

場 所 日本武道館

２０２５年度２０２５年度
卒業式・学位記授与式卒業式・学位記授与式




